
JR東海の元社長の発言

企業のトップが自ら事業の採算性に疑間を呈している。大規模な自然環境破壊をもたらし採算の取れない事業と

いうのに、なぜ工事が認可されたのでしょうか。

国会での議論もなく合意形成もありません。さらに国民的議論もありません。しかし、国交省は工事の認可を出

しました。国民にリニアの情報を知らせ、リニアの必要性を検討する機会が必要だと思います。今からでも遅く

ありません。国民的議論をしましょう。沿線住民がリニアについて疑間の声をあげています。

大阪都構想にリニア新幹線構想が盛り込まれている

大阪まで延伸した場合、年間 6700億円の経済効果があるとリニア中央新幹線全線同時開業推進協議会が試算し

ています。 前倒しで2027年同時開業を求めており、その場合 12兆円の経済効果があると試算しています(2015

年 1月 21日 、22日 の朝日新聞)。 大阪府、大阪市、関西の経済団体のまとめた経済効果があるのでしようか。

「リニア問題」の勉強会に参加しませんか

経済効果を強調し、成長戦略に位置付け経済界や安倍政権。推進側の情報を伝えるマス
コミ各社 リニア新幹線

は私たちの暮らしを豊かにするのでしょうか。私たちも様々な視点からリニアの勉強をしませんか。

日程 2015年 6月 7日 (日 ) 時間 14:80～ 16:30 資料代 500円

会 場  た け ま る ホ ー ル (旧中 央 公 民 館 )会場奈良県生駒市Jヒ新町 9番 28号 近鉄生駒駅下車

第 3研究室 (定員 40名 )

講師

「リニアに関わる大鹿村の現地報告」

ネトロ 昇 It(長野県大鹿村釜沢集落の自治会長)

「生物多様性から見たリニア事業の問題」

あこ田 [ヨ■
LIt(国連生物多様性の10年 市民ネット代表、高尾山の自然を守る会「虔十の会」代表)

参加希望者はお名前、ご住所、電話番号を下記までお知らせください。     ・

電話 0798-22-4190 FAX 0798-22-4196 メール contact@kumamon.orq

先着 40名です。参加者把握のため、事前申し込みをお願いします。

主催 リニア市民ネット・大阪    後援 日本熊森協会 ウータン森と生活を考える会

リニア市民ネットロ大阪 連絡先 090-5640-0396 (春 日)



りニアは夢の新幹線??

JR東海のリニア中央新幹線つて ?
リニアは時速 500キ ロで走行し、2027年に東京 (品川)一名古屋間が開通し、2045年には大阪まで延伸されま

す。完成すると東京大阪間を約 1時間ほどで行き来するようになります。

「早くなっていい !」 「日本の技術は素晴らしい !」 ですか?

リニアの電力消費量は新幹線の 3倍

この消費電力を賄うために原発の再稼働が必要になります。リニア事業は原発再稼働とセットなのです。世の中

が省エネの方向に動いている現在、これほど電気を消費する乗り物を走らせることは、社会の動きに逆行するも

のではないでしょうか。

採算が取れない リニア事業

リニア中央新幹線の建設費は、名古屋まで 5.5兆円、大阪までと9.1兆 円といわれています。南アルプスヘのト

ンネル貫通は、技術面、工期面でかなり難航し、予想外の費用が予想されます。国家的規模のリニア事業を一民

間企業が行おうとしています。今後、建設資材の高騰で事業費がさらに増えることが予想されます。その時、凪

東海は事業を放り出すことになるのでしょうか。国民の税金投入があるのでしょうか。

南アルプスに 22キロもの トンネルが貫通

南アルプスは、日本でも最も素晴らしい自然景観を持ち、多様な生物が見られる地域です。貴重な自然環境を維

持管理するために国立公園に指定されています。さらに、2014年にユネスコエコパークに登録されました。日

本自然遺産に指定され、エネスコ世界自然遺産の登録を目指しています。日本ジオパークにも指定されています。

「日本で最も美しい村」に登録された大鹿村、その中心部にトンネルが掘削されます。国と事業者は「工事の影

響は少ない」と言つています。信用できるのでしょうか。

リニアエ事で発生する残土

東京 ドーム 57個分の大量の建設残土と汚泥瓦礫が出ます。残土の量は諏訪湖が一つ埋まってしまうほどです。

捨てる場所に問題のある残土処理です。残土の運搬をダンプが行つたら、騒音や排気ガスや交通渋滞が,い配され

ます。地域の生活に支障はないのでしょうか。さらに、岐阜県東濃地区では、ウラン鉱の埋蔵が期待され、原子

力関連の試掘箇所があります。リニアエ事中に放射性物質を含む残土が出た場合を想定する必要があります。

福島原発事故の場合と同様に県外で処分となるのでしょうか。とすればリエアに関係のない地域はありません。

残土の量は半端でありません。地域住民の不安を想定した事業者は残土の処分場所と方法を知らせようとしませ

ん。住民の知らないうちに、残土を廃棄物処理会社に委託し、国もJR東海も残土基因の事故の責任を取らない

ことが見えています。

「 リニア」は 500キ ロで走行する夢の超特急 ?
超伝導磁気方式で 10 clll浮上させて走行します。そのために多量の電気が必要になり、試算では新幹線の 3倍の

電気を消費します。走行の際には電磁波が発生しますが、リニアから出る電磁波の数値を JR東海側は公表して

いません。健康面での心配が大きいです。原発が動かなければリエアの電気はどうなるのでしょうか。


